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◉特　集◉
内戦後のスリランカ経済
－持続的発展のための諸条件－

　

ス
リ
ラ
ン
カ
の
海
外
出
稼
ぎ
と
経
済
社
会

―
政
策
と
実
績
―

鹿
毛 

理
恵

い
う
現
状
も
人
々
の
海
外
出
稼
ぎ
志
向

に
影
響
し
て
い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

　

バ
ン
ダ
ー
ラ
ナ
イ
ケ
国
際
空
港
で
は
、

そ
ろ
い
の
目
立
つ
色
合
い
で
ロ
ゴ
入
り

の
帽
子
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ボ
ス
ト
ン
バ
ッ

グ
等
を
身
に
つ
け
た
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の

団
体
を
み
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
彼
ら

は
送
出
し
業
者
を
介
し
て
こ
れ
か
ら
出

稼
ぎ
を
す
る
団
体
で
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
出
稼
ぎ
か
ら
戻
る
家
族
を
待
つ

人
々
も
よ
く
み
か
け
る
。
筆
者
も
空
港

到
着
ロ
ビ
ー
で
再
会
を
喜
び
合
う
家
族

や
、
中
東
か
ら
数
年
ぶ
り
に
帰
国
し
た

家
事
労
働
者
（
家
政
婦
）
の
母
親
に
人

見
知
り
を
し
て
近
づ
こ
う
と
し
な
い
子

ど
も
の
姿
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
て

き
た
。
空
港
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
乗
る
と

高
い
確
率
で
中
東
出
稼
ぎ
経
験
者
の
運

転
手
が
担
当
す
る
。
出
稼
ぎ
で
得
た
資

金
で
乗
用
車
を
購
入
し
た
ら
貯
金
も
底

を
つ
き
、
運
転
手
と
し
て
働
く
よ
う
に

な
っ
た
と
話
し
出
す
。
こ
の
よ
う
に
、

●
は
じ
め
に

　

ス
リ
ラ
ン
カ
で
人
々
の
海
外
出
稼
ぎ

が
は
じ
ま
っ
た
の
は
一
九
七
〇
年
代
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
四
〇
年
近
く

経
た
現
在
、
家
族
や
親
戚
な
ど
身
近
な

人
の
海
外
出
稼
ぎ
に
ま
つ
わ
る
話
題
を

よ
く
耳
に
す
る
ほ
ど
そ
れ
は
社
会
に
根

づ
い
て
い
る
。
海
外
出
稼
ぎ
を
し
な
い

人
の
方
が
数
の
上
で
は
勝
っ
て
い
る
も

の
の
、
人
生
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
お
り
、
誰
も
が
一
度
は
考
え
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
。
こ
の
意
識
の
背
景

に
は
、
国
際
的
な
所
得
・
雇
用
機
会
な

ど
の
経
済
格
差
を
指
摘
で
き
る
が
、
政

府
に
よ
る
国
民
の
海
外
就
労
の
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
も
大
き
な
要
因
で
あ

る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
の
三

八
カ
国
を
除
い
て
、
ス
リ
ラ
ン
カ
人
に

は
出
国
前
の
諸
外
国
ビ
ザ
取
得
義
務
が

あ
る
ほ
か
、
海
外
渡
航
の
申
請
手
続
き

に
制
約
が
多
く
、
海
外
旅
行
が
ま
だ
一

般
的
な
レ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
と

ス
リ
ラ
ン
カ
社
会
に
お
い
て
海
外
出
稼

ぎ
は
人
々
の
人
生
に
大
き
く
か
か
わ
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
内
の
経
済
発
展
が
進
み
、

渡
航
先
と
の
賃
金
格
差
が
縮
小
し
、
海

外
出
稼
ぎ
よ
り
も
国
内
で
働
く
方
が
生

活
を
豊
か
に
で
き
る
と
国
民
が
実
感
す

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
海
外
出
稼
ぎ
者
の

数
は
減
少
す
る
。
欧
州
先
進
国
や
日
本

で
は
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
に
海
外
出

稼
ぎ
が
収
束
し
、
現
代
は
労
働
力
を
海

外
か
ら
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
社
会

に
な
っ
て
い
る
。
近
年
の
マ
レ
ー
シ
ア

や
タ
イ
な
ど
は
経
済
発
展
に
よ
っ
て
、

労
働
力
の
輸
出
国
か
ら
輸
入
国
へ
転
換

す
る
端は

境ざ
か
い

期き

に
あ
る
。

　

ス
リ
ラ
ン
カ
は
前
政
権
期
に
内
戦
を

終
結
さ
せ
（
二
〇
〇
九
年
五
月
）、
中

国
な
ど
か
ら
巨
額
の
資
金
援
助
・
融
資

を
受
け
て
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
充

て
て
い
た
。
筆
者
は
内
戦
終
結
前
か
ら
、

港
湾
、
第
二
の
国
際
空
港
な
ど
の
建
設

が
進
め
ら
れ
た
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
県
を
中

心
に
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
大
型
イ
ン
フ
ラ
整
備
主
導

の
地
域
開
発
が
人
々
の
海
外
出
稼
ぎ
志

向
や
動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
、
み
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
ハ
ン
バ
ン
ト
タ

の
空
港
利
用
客
は
伸
び
悩
み
、
各
種
の

施
設
や
道
路
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
。
二
〇
一
五
年
一
月

に
新
政
権
が
発
足
す
る
と
、
前
政
権
で

計
画
さ
れ
た
開
発
事
業
は
中
断
さ
れ
た
。

　

政
権
交
代
と
い
う
政
治
変
動
に
よ
っ

て
、
継
続
的
取
り
組
み
を
要
す
る
開
発

事
業
が
阻
害
さ
れ
る
な
ど
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
開
発
政
策
は
長
期
計
画
事
業
の
引

き
継
ぎ
が
難
し
く
、
経
済
発
展
の
道
程

は
ス
ム
ー
ス
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
の

一
方
で
、
歴
代
政
権
は
労
働
力
輸
出

（
海
外
就
労
奨
励
）
政
策
を
継
続
的
に

実
施
し
て
き
た
。
ま
だ
し
ば
ら
く
は
、

ス
リ
ラ
ン
カ
は
代
表
的
な
労
働
力
輸
出

国
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
海
外
出
稼
ぎ
が
は
じ
ま

っ
て
か
ら
四
〇
年
近
く
経
つ
ス
リ
ラ
ン

カ
の
海
外
出
稼
ぎ
の
動
向
と
政
策
的
変

容
に
つ
い
て
量
的
か
つ
質
的
な
変
化
を

み
て
い
く
。
そ
し
て
な
ぜ
海
外
就
労
奨

励
政
策
は
常
に
実
施
さ
れ
て
き
た
の
か

に
つ
い
て
経
済
的
要
因
か
ら
論
じ
た
い
。
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●
海
外
就
労
奨
励
政
策
と
そ
の
実
績

　

先
述
し
た
よ
う
に
内
戦
終
結
、
政
権

交
代
、
大
型
開
発
事
業
の
中
断
な
ど
が

あ
っ
て
も
、
政
府
は
国
民
に
対
し
て
海

外
就
労
を
奨
励
す
る
政
策
だ
け
は
続
け

て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
策
的
動

向
を
み
る
と
大
き
く
三
つ
の
時
期
区
分

に
分
け
て
そ
の
特
徴
を
論
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。
図
１
は
男
女
別
の
海
外
出
稼

ぎ
渡
航
者
数
の
推
移
で
あ
る
。
同
図
は

出
稼
ぎ
者
の
動
向
と
海
外
就
労
奨
励
政

策
の
変
容
を
考
慮
し
た
う
え
で
、
①
黎

明
期
（
一
九
七
六
～
九
四
年
）、
②
女

性
家
事
労
働
者
の
活
躍
期
（
一
九
九
五

～
二
〇
〇
五
年
）、
③
質
的
転
換
期

（
二
〇
〇
六
年
～
現
在
）
の
三
区
分
に

分
け
た
。

⑴�

黎
明
期
（
一
九
七

六
～
九
四
年
）

　

海
外
就
労
奨
励
政

策
の
幕
開
け
の
重
要

な
契
機
と
な
っ
た
の

が
、
七
〇
年
代
に
中

東
湾
岸
諸
国
で
石
油

価
格
高
騰
に
起
因
し

た
経
済
ブ
ー
ム
と
労

働
力
輸
入
政
策
の
開

始
で
あ
り
、
ス
リ
ラ

ン
カ
に
お
い
て
は
七

〇
年
代
後
半
の
政
権

交
代
と
開
放
政
策
導

入
に
よ
る
経
済
社
会

の
不
安
定
化
と
い
う
、

海
外
と
国
内
の
両
者

の
政
策
転
換
と
経
済

社
会
の
変
動
に
あ
っ

た
。
中
東
湾
岸
諸
国

は
周
辺
国
や
東
南
・

南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら

労
働
力
を
受
け
入
れ
は
じ
め
、
参
考
ま

で
に
Ｇ
Ｃ
Ｃ
（
湾
岸
協
力
理
事
会
）
六

カ
国
の
外
国
人
労
働
力
へ
の
依
存
度
は

二
〇
一
〇
～
一
五
年
統
計
に
よ
る
と
、

就
労
者
総
数
（
約
二
〇
〇
〇
万
人
）
の

う
ち
国
民
は
三
割
、
残
り
七
割
が
外
国

籍
と
い
う
状
況
で
あ
る
（
参
考
文
献

①
）。
一
方
の
ス
リ
ラ
ン
カ
の
政
策
導

入
は
、
中
東
出
稼
ぎ
者
が
出
始
め
た
こ

と
で
、
管
理
の
た
め
に
一
九
七
六
年
に

労
働
省
内
に
海
外
雇
用
局
を
設
置
し
て

国
民
の
海
外
就
労
条
件
を
緩
和
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

そ
の
後
ス
リ
ラ
ン
カ
人
労
働
者
の
支
援

と
保
護
の
た
め
に
中
東
諸
国
に
在
外
公

館
を
設
置
し
た
。
八
〇
年
に
は
海
外
雇

用
法
（the Foreign Em

ploym
ent 

A
ct no. 32 of 1980

）
を
立
法
化
し
て
、

海
外
就
労
促
進
政
策
の
制
度
化
を
進
め

た
。
政
府
は
七
七
年
の
政
権
交
代
に
よ

っ
て
社
会
主
義
的
体
制
か
ら
自
由
主
義

的
体
制
へ
の
転
換
を
行
い
、
輸
出
志
向

型
の
経
済
運
営
を
は
じ
め
た
。
し
か
し

ス
リ
ラ
ン
カ
の
商
品
は
国
際
競
争
に
負

け
て
輸
入
品
に
お
さ
れ
、
と
く
に
就
業

率
の
高
い
農
業
分
野
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は

著
し
く
、
そ
の
結
果
、
失
業
率
は
悪
化

し
、
青
年
の
不
満
が
募
る
と
タ
ミ
ル
イ

ー
ラ
ム
解
放
の
虎
（
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
）
と
政

府
と
の
内
戦
が
八
〇
年
代
前
半
に
は
じ

ま
っ
た
。
政
府
は
一
九
八
五
年
に
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
送
出
し
機
関
の
体
制
を
参
考

に
ス
リ
ラ
ン
カ
海
外
雇
用
局
法
を
立
法

化
す
る
と
、
翌
年
に
は
組
織
化
（Sri 

Lanka B
ureau of F

oreign E
m

-
ploym

ent

：
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｆ
Ｅ
）
し
て
政

府
主
導
的
な
本
格
運
営
を
開
始
し
た
。

内
戦
激
化
に
よ
っ
て
開
発
事
業
は
停
滞

気
味
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
八
〇
年
代
後

半
に
は
人
民
解
放
戦
線
（
Ｊ
Ｖ
Ｐ
）
の

シ
ン
ハ
ラ
人
青
年
に
よ
る
反
乱
も
起
こ

っ
た
。
Ｌ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
お
よ
び
Ｊ
Ｖ
Ｐ
の
反

乱
に
よ
っ
て
、
海
外
へ
の
移
動
圧
力
が

高
ま
っ
た
。
九
〇
年
代
に
入
る
と
政
府

は
「
外
貨
獲
得
の
一
〇
年
」
目
標
を
た

て
海
外
雇
用
に
注
目
し
た
。
そ
の
背
景

に
は
一
九
九
一
年
に
海
外
労
働
者
送
金

が
茶
を
抜
き
衣
類
縫
製
品
に
次
ぐ
第
二

位
の
外
貨
獲
得
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
（
図
２
参
照
）。
政

府
は
さ
ら
に
海
外
出
稼
ぎ
を
奨
励
す
る

た
め
、
全
国
二
〇
〇
カ
所
の
地
方
行
政

機
関
や
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
海
外

就
労
奨
励
の
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

政
府
は
海
外
労
働
者
送
金
を
重
要
な
外

貨
獲
得
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
一

九
九
四
年
に
は
海
外
労
働
者
送
金
の
み

な
ら
ず
関
連
産
業
で
も
た
ら
さ
れ
る
経

済
的
利
益
を
政
府
が
把
握
し
確
保
す
る

た
め
に
、
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｆ
Ｅ
の
体
制
強
化
に

向
け
た
法
改
正
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う

し
て
八
〇
年
代
の
動
乱
の
時
代
に
政
府

図１　男女別の海外出稼ぎ渡航者数の推移（1986～2014年）

（注）1）　2014年は推計値。
　　2）　1976～85年の動向については、データの制約のため割愛した。

（出所）　Central Bank of Sri Lanka, Annual Report 各年号。
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は
着
々
と
海
外
雇
用
制
度
の
基
礎
的
大

枠
を
整
え
、
九
〇
年
代
前
半
に
同
制
度

の
強
化
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

⑵
女
性
家
事
労
働
者
の
活
躍
期
（
一
九

九
五
～
二
〇
〇
五
年
）

　

政
府
は
一
九
九
五
年
か
ら
ス
リ
ラ
ン

カ
人
の
国
際
移
動
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
に
海
外
出
稼
ぎ
者
数
の
調
査
を
徹

底
化
さ
せ
た
。
図
１
を
み
る
と
一
九
九

五
年
か
ら
女
性
渡
航
者
の
数
が
男
性
の

そ
れ
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
女
性
渡
航
者
の
九
割
以
上

が
家
事
労
働
者
で
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
男
女

の
海
外
出
稼
ぎ
渡
航
者

総
数
の
う
ち
、
女
性
家

事
労
働
者
の
割
合
は
六

割
か
ら
七
割
を
占
め
る

な
ど
、
衣
類
縫
製
部
門

や
茶
園
の
女
性
労
働
者

同
様
、
輸
出
産
業
に
お

い
て
、
と
く
に
女
性
家

事
労
働
者
の
活
躍
ぶ
り

が
明
る
み
に
な
っ
た
時

期
で
あ
る
。

　

筆
者
が
実
施
し
た
聴

き
取
り
調
査
（
写
真
）

に
よ
れ
ば
、
女
性
家
事

労
働
者
た
ち
の
出
稼
ぎ

理
由
と
し
て
最
も
多
か

っ
た
回
答
は
、
家
屋
建

設
、
収
入
が
な
か
っ
た
、
子
ど
も
の
教

育
費
、
借
金
返
済
と
い
っ
た
主
に
経
済

的
理
由
で
あ
っ
た
。
家
事
労
働
者
と
し

て
中
東
へ
向
か
う
女
性
の
世
帯
の
大
半

は
貧
困
層
に
該
当
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
女
性
が
や
む
を
得
ず
出
稼
ぎ
す
る
状

況
で
あ
っ
た
。
当
時
の
ス
リ
ラ
ン
カ
社

会
で
は
、
海
外
出
稼
ぎ
を
す
る
妻
が
家

計
を
支
え
る
と
い
う
夫
婦
が
社
会
現
象

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
職
業

ス
キ
ル
の
な
い
地
方
農
村
の
主
婦
で
も

数
週
間
程
度
の
研
修
で
働
く
こ
と
の
で

き
る
家
事
労
働
者
の
仕
事
は
、
突
然
の

窮
地
に
陥
っ
た
貧
困
世
帯
を
救
う
こ
と

が
で
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
外
国
人
女
性
家
事

労
働
者
、
と
く
に
住
込
み
で
働
く
場
合
、

中
東
や
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
賃
金
は
低
く

据
え
置
か
れ
、
職
場
は
第
三
者
の
目
の

届
か
な
い
雇
主
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保

護
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
り
、
労
働

法
等
の
適
用
除
外
で
あ
り
、
経
済
力
が

な
く
、
孤
立
し
て
お
り
、
外
国
人
で
あ

り
、
女
性
で
あ
る
と
い
う
条
件
が
、
彼

女
た
ち
の
労
働
条
件
や
人
権
を
侵
害
す

る
確
率
を
高
め
た
。
現
に
聴
き
取
り
調

査
で
も
雇
主
や
そ
の
家
族
か
ら
肉
体

的
・
性
的
・
精
神
的
暴
力
や
虐
待
、
体

罰
や
叱
責
、
監
視
、
軟
禁
、
家
族
と
の

交
信
禁
止
な
ど
の
事
案
が
比
較
的
よ
く

聞
か
れ
た
。
問
題
発
生
源
は
雇
主
だ
け

で
は
な
い
。
同
僚
と
の
人
間
関
係
、
外

部
の
労
働
者
と
の
関
係
か
ら
問
題
が
生

じ
た
と
い
う
回
答
も
あ
っ
た
。
仕
事
の

紹
介
を
し
た
業
者
の
強
引
な
契
約
不
履

行
を
理
由
と
す
る
賃
金
未
払
い
・
減
額

な
ど
も
あ
っ
た
。
問
題
か
ら
逃
れ
る
た

め
に
雇
主
宅
か
ら
脱
走
・
逃
亡
を
し
た

女
性
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
実
際
に
、

女
性
家
事
労
働
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は

他
の
職
種
と
比
較
し
て
も
突
出
し
て
高

く
、
原
因
不
明
の
死
亡
、
拘
置
所
収
容

や
刑
務
所
服
役
、
雇
主
の
子
ど
も
を
死

な
せ
た
罪
で
の
死
刑
判
決
な
ど
の
問
題

が
報
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

問
題
は
海
外
出
稼
ぎ
先
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
女
性
た
ち
が
残
し
て
き
た

家
族
と
の
問
題
も
深
刻
な
も
の
で
あ
っ

た
。
夫
の
不
倫
や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
の

悪
化
、
病
死
、
殺
人
事
件
な
ど
、
女
性

の
出
稼
ぎ
が
起
因
し
た
事
案
が
語
ら
れ

た
。
最
も
深
刻
な
事
案
は
子
ど
も
の
精

神
的
不
安
、
虐
待
被
害
、
病
気
や
事
故

な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
学
校
の
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
、
不
良
化
（
ド
ラ
ッ
グ
、

タ
ト
ゥ
ー
な
ど
）、
駆
け
落
ち
、
早
婚

な
ど
で
あ
る
。
親
の
出
稼
ぎ
を
子
ど
も

の
頃
に
体
験
し
た
者
か
ら
話
を
聞
く
と
、

当
時
の
寂
し
さ
が
大
人
に
な
っ
て
も
思

い
出
さ
れ
る
と
い
う
（
参
考
文
献
②
）。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
が
明
る
み
に
な
る

と
、
女
性
の
海
外
出
稼
ぎ
を
懸
念
す
る

動
き
が
政
治
家
や
ス
リ
ラ
ン
カ
社
会
で

も
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑶
質
的
転
換
期（
二
〇
〇
六
年
～
現
在
）

　

二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
ラ
ー
ジ
ャ
パ

ク
サ
政
権
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
契
機

に
、
海
外
就
労
奨
励
政
策
に
質
的
な
転

換
が
加
わ
り
は
じ
め
た
。
労
働
者
の
ス

キ
ル
レ
ベ
ル
の
向
上
の
ほ
か
、
よ
り
労

働
者
と
家
族
の
保
護
の
視
点
に
立
つ
質

的
政
策
的
介
入
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
海
外
就
労
奨
励
の
他
、
福
利
厚

生
を
目
指
す
べ
く
新
し
い
省
が
設
置
さ
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図２　輸出総額に占める主要輸出品と海外労働者送金の割合
（1984～2014年）　　　　　　　　　　　　　　

（注）　2014年は推計値。
（出所）　Central Bank of Sri Lanka, Annual Report 各年号。
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特集：スリランカの海外出稼ぎと経済社会 ―政策と実績―

れ
た
（
海
外
雇
用
促
進
お
よ
び
福
利
厚

生
省
、M

inistry of Foreign Em
ploy-

m
ent Prom

otion and W
elfare

：
Ｍ

Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
）。
海
外
出
稼
ぎ
労
働
者
の

健
康
、
青
年
の
海
外
出
稼
ぎ
者
向
け
の

技
術
教
育
職
業
研
修
の
実
施
、
デ
ィ
ー

セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
化
な
ど
、
二
〇
〇
六

年
か
ら
国
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
政
策
目
標
と
し
て
、
海

外
で
も
安
全
と
人
権
保
障
が
担
保
さ
れ

る
職
種
、
た
と
え
ば
看
護
師
や
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
技
師
な
ど
の
熟
練
者
や
高
度
人

材
を
拡
大
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
政
府
は
二
〇
一
一
年
頃

か
ら
女
性
の
海
外
就
労
渡
航
許
可
の
最

小
年
齢
を
一
八
歳
か
ら
二
一
歳
に
引
き

上
げ
、
五
歳
以
下
の
子
ど
も
を
も
つ
母

親
の
海
外
出
稼
ぎ
を
制
限
す
る
取
り
組

み
を
強
化
し
た
。
政
府
は
二
〇
〇
九
年

に
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｆ
Ｅ
法
を
再
び
改
正
し
て
警

察
の
逮
捕
権
を
導
入
し
た
。
ス
リ
ラ
ン

カ
で
は
出
稼
ぎ
し
た
い
者
の
意
思
と
自

由
が
過
度
に
尊
重
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、

本
人
の
出
稼
ぎ
を
政
府
機
関
が
水
際
で

引
き
止
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
法
改
正
に
よ
っ
て
、
家
族
が
五

歳
以
下
の
子
ど
も
を
も
つ
母
親
の
海
外

出
稼
ぎ
を
引
き
止
め
る
要
望
を
Ｓ
Ｌ
Ｂ

Ｆ
Ｅ
や
警
察
に
出
せ
ば
、
そ
れ
を
強
制

的
に
引
き
止
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
女
性
家
事
労

働
者
に
よ
る
海
外
出
稼
ぎ
渡
航
者
の
数

を
縮
小
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
っ

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
家
族
に
は
様
々
な
社
会

福
祉
を
提
供
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

出
稼
ぎ
労
働
者
の
子
ど
も
の
た
め
の
奨

学
金
制
度
や
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
Ｓ
Ｌ
Ｂ

Ｆ
Ｅ
が
負
担
す
る
制
度
な
ど
が
代
表
的

な
も
の
で
あ
る
。

　

政
府
は
中
東
湾
岸
諸
国
以
外
に
も
、

市
場
開
拓
の
た
め
に
マ
レ
ー
シ
ア
や
韓

国
な
ど
の
海
外
の
労
働
力
受
入
国
と
の

間
で
覚
書
協
定
の
締
結
を
進
め
て
い
る
。

よ
り
熟
練
度
の
高
い
分
野
へ
の
参
入
を

目
指
し
て
い
る
。
と
く
に
男
性
労
働
者

を
中
心
と
す
る
韓
国
へ
の
海
外
出
稼
ぎ

は
近
年
増
え
て
い
る
。
韓
国
は
二
〇
〇

四
年
か
ら
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
雇
用
許
可
制
度
）

を
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を
含
む
六
カ
国
で
導

入
し
、
現
在
一
五
カ
国
以
上
の
ア
ジ
ア

の
発
展
途
上
国
と
締
結
し
て
い
る
。
二

〇
〇
六
年
に
韓
国
労
働
省
と
ス
リ
ラ
ン

カ
外
務
省
と
の
間
で
正
式
に
覚
書
が
交

わ
さ
れ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内
に
事
務

所
が
置
か
れ
、
韓
国
人
所
長
一
名
と
数

名
の
現
地
人
ス
タ
ッ
フ
で
人
的
資
源
開

発
サ
ー
ビ
ス
（
Ｈ
Ｄ
Ｒ
）
が
運
営
さ
れ
、

労
働
者
の
選
出
か
ら
雇
用
先
紹
介
ま
で

一
貫
し
て
韓
国
政
府
系
機
関
が
専
任
し
、

ス
リ
ラ
ン
カ
側
で
不
正
な
仲
介
が
行
わ

れ
な
い
よ
う
透
明
性
の
維
持
を
目
標
と

し
な
が
ら
、
ス
リ
ラ
ン
カ
人
の
労
働
者

を
韓
国
へ
送
出
し
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
現
地
で
聴
き
取
り
調
査
を
す
る
と
、

韓
国
へ
の
出
稼
ぎ
に
は
や
は
り
政
治
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
仲
介
な
し
に
は
実

現
で
き
な
い
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

近
年
、
筆
者
も
国
内
各
地
で
男
性
に

よ
る
韓
国
へ
の
出
稼
ぎ
の
話
を
よ
く
耳

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
図
１
を
み
る

と
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
よ
り
男
性
の

出
稼
ぎ
が
増
え
は
じ
め
、
二
〇
〇
八
年

に
は
男
性
が
女
性
の
数
を
上
回
る
よ
う

に
な
っ
た
。
一
方
、

女
性
の
数
は
同
時
期

減
少
し
、
二
〇
一
二

年
で
持
ち
直
す
も
そ

の
後
再
び
減
少
に
転

じ
て
い
る
。
男
性
の

韓
国
へ
の
出
稼
ぎ
者

は
ほ
と
ん
ど
が
単
身

で
あ
り
、
中
小
零
細

企
業
の
単
純
労
働
者

と
し
て
従
事
す
る
。

だ
い
た
い
一
カ
月
あ

た
り
一
〇
万
ル
ピ
ー

（
約
一
〇
万
円
）
以

上
の
賃
金
を
受
け
て

送
金
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
こ
れ
は

中
東
湾
岸
諸
国
の
家

事
労
働
者
の
賃
金
が

平
均
二
万
ル
ピ
ー
程
度
、
清
掃
員
や
男

性
の
中
古
車
解
体
作
業
員
な
ど
の
単
純

労
働
者
た
ち
が
三
万
～
五
万
ル
ピ
ー
程

度
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
待
遇

が
良
い
と
い
え
る
。
韓
国
で
は
最
長
五

年
働
く
こ
と
が
で
き
、
年
金
受
給
も
保

障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
韓

国
へ
の
出
稼
ぎ
が
増
え
た
こ
と
に
加
え
、

ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
が
熟
練
人
材
や
専
門

人
材
な
ど
の
海
外
就
労
を
奨
励
し
た
こ

と
で
、
表
１
で
示
さ
れ
た
と
お
り
海
外

労
働
者
送
金
の
流
入
が
増
加
し
た
。
さアンケート聴き取り調査風景（2008年11月、ハンバントタ県、筆者撮影）
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ら
に
図
２
を
み
て
も
二
〇
〇
九
年
に
、

海
外
労
働
者
送
金
は
衣
類
縫
製
品
を
抜

い
て
外
貨
獲
得
手
段
の
第
一
位
と
し
て
、

ス
リ
ラ
ン
カ
経
済
に
貢
献
し
て
い
る
こ

と
が
理
解
で
き
る
。
政
府
は
、
海
外
就

労
奨
励
政
策
の
質
的
転
換
を
通
じ
て
、

内
戦
終
結
後
も
海
外
労
働
者
送
金
の
経

済
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
よ
り
一
層
強
化
さ

せ
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
。

●
展
望
と
課
題

　

筆
者
は
現
在
も
ス
リ
ラ
ン
カ
の
海
外

就
労
奨
励
政
策
は
質
的
転
換
期
に
あ
る

と
考
え
る
。
二
〇
一
五
年
一
月
に
シ
リ

セ
ー
ナ
政
権
が
誕
生
す
る
と
、
政
府
は

同
年
八
月
に
総
選
挙
を
実
施
し
た
。
九

月
か
ら
省
の
名
称
変
更
や
改
変
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
大
臣
が
新
し
く
任
命
さ
れ

た
。
前
政
権
期
の
二
〇
〇
六
年
に
送
出

し
機
関
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｆ
Ｅ
を
管
轄
す
る
省
と

し
て
設
置
さ
れ
て
い
た
海
外
雇
用
促
進

お
よ
び
福
利
厚
生
省
Ｍ
Ｆ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
は
、

二
〇
一
五
年
九
月
よ
り
新
名
称
と
し
て
、

海
外
雇
用
省
（M

inistry of Foreign 
Em

ploym
ent

：
Ｍ
Ｆ
Ｅ
）
に
変
更
さ

れ
て
い
る
。

　

政
権
交
代
後
の
新
政
府
は
、
前
政
権

期
で
計
画
さ
れ
た
大
型
イ
ン
フ
ラ
等
の

開
発
事
業
を
中
断
し
、
ま
た
一
か
ら
新

し
い
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
明
ら
か
な
経
済
的
便

益
を
確
証
で
き
る
（
図
２
、
表
１
参

照
）
海
外
就
労
奨
励
政
策
の
中
断
は
行

わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
前
政
権
が
進
め
た

女
性
家
事
労
働
者
や
単
純
労
働
者
の
出

稼
ぎ
を
削
減
す
る
取
り
組
み
、
政
府
に

よ
る
出
稼
ぎ
者
お
よ
び
仲
介
業
者
に
対

す
る
管
理
体
制
の
強
化
、
よ
り
技
能
レ

ベ
ル
の
高
い
労
働
者
の
送
出
奨
励
は
続

け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
政
権
交

代
後
の
開
発
事
業
計
画
の
中
断
と
い
う

一
連
の
動
き
は
、
換
言
す
れ
ば
、
海
外

就
労
奨
励
政
策
に
は
、
国
内
の
開
発
政

策
運
営
の
脆
弱
性
を
カ
バ
ー
す
る
役
割

が
あ
る
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

筆
者
が
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内
で
聴
き
取

り
調
査
を
し
た
結
果
で
は
、
出
稼
ぎ
者

本
人
や
家
族
の
心
理
的
負
担
が
大
き
い

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
長

期
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
と
く
に
子
ど

も
の
教
育
、
生
活
習
慣
、
人
間
関
係
構

築
力
に
何
ら
か
の
負
の
影
響
が
出
や
す

く
な
る
と
の
印
象
を
受
け
た
。
家
族
関

係
の
脆
弱
性
は
次
世
代
の
人
間
発
達
の

あ
り
方
に
負
の
影
響
を
も
た
ら
し
得
る

点
は
否
め
な
い
。

　

ま
た
ス
リ
ラ
ン
カ
国
内
で
さ
え
も
、

茶
園
、
建
設
現
場
や
製
造
工
場
等
で
人

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
と
い
う
現

場
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
人

件
費
も
上
昇
傾
向
が
み
ら
れ
る
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
海
外
出
稼
ぎ
の
影
響
が
生

じ
て
い
る
と
中
央
銀
行
報
告
書
は
ま
と

め
て
い
る
（
参
考
文
献
③
）。
海
外
出

稼
ぎ
国
の
経
済
社
会
へ
の
影
響
は
、
海

外
労
働
者
送
金
と
い
う
経
済
的
効
果
ば

か
り
が
注
目
さ
れ
、
そ
の
社
会
的
な
影

響
は
看
過
さ
れ
や
す
い
。
ス
リ
ラ
ン
カ

の
経
済
発
展
の
展
開
、
と
く
に
開
発
事

業
運
営
を
主
導
し
て
担
う
政
治
の
動
向

を
見
極
め
つ
つ
、
今
後
の
海
外
出
稼
ぎ

が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
み
せ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
経
済
社
会
が
形
成
さ
れ
て

い
く
の
か
、
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

（
か
げ　

り
え
／
佐
賀
女
子
短
期
大
学

特
別
研
究
員
）
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）.

表１　海外労働者送金の経済的比較（2008～2014年）
（単位：100万米ドル）

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

観光産業 － 350 576 830 1,039 1,715 2,431

輸出産業

茶 1,272 1,285 1,441 1,491 1,412 1,542 1,628

衣類縫製品 3,478 3,261 3,356 4,191 3,991 4,508 4,930

外国資金流入

ODA 731 　703 　580 　608 　487 　423 －

FDI 752 　404 　478 　956 　941 　933 　944

海外労働者送金 2,918 3,330 4,116 5,145 5,985 6,407 7,018

（注）1） 　ODA（Official Development Assistance）はドナー国の実績額と国際機関の実績額の合計を計上している。FDI（Foreign Direct 
Investment）は外国企業による長期資本の純額を計上している。

　　2）　2014年は推計値。
（出所） 　Central Bank of Sri Lanka, Annual Report 各年号。OECD Stat（http://stats.oecd.org）、The World Bank（http://data.worldbank.org）、

（2015年11月17日アクセス）。
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